
「福島国際研究教育機構設立委員会」（第２回） 

議事要旨 

 

日 時：令和５年３月３０日（木）１０：００～１０：２０ 

場 所：中央合同庁舎４号館 12階共用 1214特別会議室及びＷｅｂ会議 

出席委員（敬称略）： 

    石田 優   復興庁事務次官 

    角田 隆   復興庁統括官 

    由良  英雄  復興庁統括官 

    寺﨑  秀俊  復興庁審議官  

森田 稔   復興庁審議官 

岡本 裕豪  復興庁審議官  

覺道 崇文  内閣府科学技術・イノベーション推進事務局審議官  

長野 裕子  内閣府健康・医療戦略推進事務局次長 

木村 直人  文部科学省大臣官房審議官（代理出席） 

城 克文   厚生労働省大臣官房医薬産業振興・医療情報審議官 

川合 豊彦  農林水産省大臣官房技術総括審議官兼農林水産技術会議事務局長 

片岡 宏一郎 経済産業省大臣官房福島復興推進グループ長 

上田 康治  環境省総合環境政策統括官  

片岡 隆一  産業技術総合研究所理事（オンライン）  

中谷 誠   農業・食品産業技術総合研究機構副理事長（オンライン）  

星野 利彦  量子科学技術研究開発機構理事  

堀内 義規  日本原子力研究開発機構理事  

是澤 裕二  国立環境研究所理事  

鈴木 正晃  福島県副知事（オンライン）  

山崎 光悦  福島国際研究教育機構の理事長となるべき者 

  

 

１ 議事内容 

(1) 福島国際研究教育機構の設立準備状況について 

   事務局より、資料１に基づき説明があった。 

 

(2) 主務大臣（内閣総理大臣）への設立準備完了の届出について 

   事務局より、資料２に基づき説明後、議決。反対意見なく、原案通り決定された。 

 

(3) 福島国際研究教育機構の理事長となるべき者への設立の関する事務の引継ぎにつ 

いて 

   事務局より、資料３に基づき説明後、議決。反対意見なく、原案通り決定された。 

 

２ その他 

(1) 事務局発言 



準備室長の角田委員より、今後も、F-REI の運営に関して緊密な連携をしていくため、

本委員会のメンバーにより定期的な連絡会議を開催していくことについて発言があっ

た。 

 

(2) 山崎理事長予定者あいさつ 

・ 理事長予定者就任以降、これまでいろいろな準備をしてきた。 

  ・ F-REIの中期目標では５つの研究分野が掲げられていているが、最初の１、２年で

基礎を築き、骨太の方針を固めることで、日本の科学技術の進歩を下支えしたい。 

・ 福島県浜通り地域の産業の育成や新産業の創出など、高いハードルを越えるため、

各省庁からいただいたテーマに F-REI としての方針を加えて、一緒に努力したい。 

・ 元通りにすることだけではなく、創造的復興により、新しい未来が描ける福島を取

り戻したい、というのが福島県民の思いであるため、F-REI がどう関与し、役に立て

るかが非常に大事。 

・ 私自身も今週末から福島に移動し、福島に骨を埋めるくらいの覚悟を持って、人材

育成をはじめとしたいろいろな観点から力を尽くしたい。 

・ 委員の皆さんには、これからも F-REI をしっかりと支えていただきたい。 

以上 


